
































  １ 好き・得意       ２ どちらかといえば好き  ３ どちらでもない
  ４ どちらかといえば嫌い  ５ 嫌い・苦手
Ｑ２ 高校時代，数学は何を勉強しましたか？
  １ 数学Ⅰ ２ 数学Ａ ３ 数学Ⅱ ４ 数学Ｂ ５ 数学Ⅲ ６ 数学Ｃ
Ｑ３ 大学受験の時，試験問題として数学を選択しましたか？
  １ 数学を選択した  ２ 数学以外を選択した  ３ 科目試験は受けていない
Ｑ４ 高校時代，科学系の授業科目は何を勉強しましたか？
  １ 物理  ２ 化学  ３ 生物  ４ 地学  ５ その他
Ｑ５ ピタゴラスの定理（三平方の定理）は理解していますか？
  １ よく理解している  ２ ほぼ理解している  ３ あまりよくわからない
  ４ 何のことかわからない
Ｑ６ 三角関数について勉強しましたか？
  １ 勉強した  ２ 勉強していない  ３ 勉強したかどうか記憶がない
Ｑ７ ベクトルについて勉強しましたか？
  １ 勉強した  ２ 勉強していない  ３ 勉強したかどうか記憶がない
Ｑ８ 微分積分について勉強しましたか？
  １ 勉強した  ２ 勉強していない  ３ 勉強したかどうか記憶がない
Ｑ９ Ｑ５～Ｑ８の言葉についてどのような感覚を持ちますか？
  １ 拒絶反応がある  ２ 抵抗感はない  ３ よくわからない
Ｑ10 二級建築士・木造建築士の受験についてどのように考えていますか？
  １ 必ず受験するつもりでいる  ２ できれば受験したい  ３ 受験するつもりはない
表2 集計結果一覧表
学年
Q1 Q2 Q3 Q4
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3 4 5
2 9 25 14 14 13 74 69 63 56 23 16 26 14 35 23 59 63 4 2
3 22 20 19 7 14 81 80 74 68 27 21 26 24 32 27 73 66 0 0
4 11 17 6 14 12 58 57 52 43 15 14 12 13 35 21 49 53 8 0
学年
Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10
1 2 3 4 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
2 3 27 33 12 66 1 8 59 10 6 66 6 3 17 32 26 37 35 3
3 11 34 32 5 72 1 9 62 10 10 72 4 6 24 49 9 24 48 10
4 3 27 24 6 51 1 8 45 7 8 56 2 2 25 28 7 20 31 9
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度の学生は数学が苦手であることもわかった．これは中学校における数学での理解不足が原因
となっていることが想像される．
 卒業後，実際にどれくらいの人数が二級建築士・木造建築士を受験するかは不明ではあるが，
少なくとも在学中は90％程度の学生が受験を視野に入れていることがわかった．それぞれの学
力にあった授業サポートの方法を考慮しなければ，学生のニーズに合わないことが今回の調査
で判明した．
要  約
 建築士を目指す大学生の中で，工学部建築学科に在学する学生に比べ，家政・生活環境系学
科に在学する学生の数学の理解力は低いと言われているが，高校における数学の授業で二級建
築士の構造分野において必要な知識は90％程度の学生が勉強している．
 数学の好きな学生は，ほぼ半数に達しているのに対し，苦手に感じている学生が1／3程度に
のぼる．
 数学が苦手と回答した学生は，中学時代の数学の理解不足によることがその原因と考えられ
る．
 学生の90％程度が，二級建築士・木造建築士の受験を視野に入れている．そのために，数学
の苦手な学生に対しても構造力学を理解させることが重要である．
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